
古紙パルプ配合率70%再生紙を使用。

　空を見上げると、真っ青な空
にもくもくとした白い雲、それ
だけでも「夏」を感じることが

できますね。
　しかし、今年は梅雨明けが例年より
遅かったせいか、「夏」が短かった気が
します。それでも季節は巡り、これから
暑さもおさまり、過ごしやすい「秋」が
やってきます。
　こんな時だからこそ、遠くの観光地へ
行くのではなく、一番身近な地域の魅力
を再発見する「ローカルツーリズム」を
楽しんでみませんか？（Y.O）
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化
財
課　
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５
）８
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渋
沢
栄
一
と
藤
樹
神
社

　
２
０
２
４
年
に
刷
新
さ
れ
る
紙
幣
の

デ
ザ
イ
ン
に
指
定
さ
れ
、
令
和
３
年
の

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
る
渋
沢
栄
一
。「
日
本
近
代

資
本
主
義
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
実
業
家

と
高
島
市
の
関
係
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

渋
沢
栄
一
の
生
涯

　
天
保
11
年
（
１
８
４
０
）、
武
蔵
国

血ち
あ
ら
い
じ
ま

洗
島
村
（
現
在
の
埼
玉
県
深
谷
市
）

の
豪
農
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い

頃
か
ら
『
孝こ

う

経き
ょ
う』
や
『
大だ

い
が
く学
』、『
中ち

ゅ
う
よ
う庸
』、

『
論
語
』
な
ど
を
読
ん
で
学
問
に
励
み

ま
し
た
。
そ
う
し
て
培
っ
た
教
養
を
生

か
し
、
14
歳
の
頃
に
は
難
し
い
藍
の
買

い
つ
け
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
、
農
家
と

し
て
の
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
し
た
。

の
ち
に
、
京
都
御
所
の
警
護
を
し
て
い

た
一ひ

と
つ
ば
し橋
慶よ

し
の
ぶ喜
（
の
ち
の
15
代
将
軍
）
に

仕
え
る
武
士
と
な
り
、
江
戸
幕
府
終
焉

後
に
は
明
治
政
府
の
大お

お
く
ら
し
ょ
う

蔵
省
で
日
本
の

財
政
の
一
端
を
担
い
ま
し
た
。
明
治
６

年
（
1
8
7
3
）
に
大
蔵
省
を
退
所
す

る
と
、
日
本
初
の
銀
行
で
あ
る
第
一
国

立
銀
行
（
現
在
の
み
ず
ほ
銀
行
）
を
創

立
し
、
他
に
も
３
０
０
社
以
上
の
企
業

設
立
に
関
与
す
る
実

業
家
へ
と
転
身
し
ま

し
た
。

　
論
語
と

　
算そ

ろ
ば
ん盤
の
一
致

　
渋
沢
栄
一
が
一
貫

し
て
主
張
し
た
理
念

が
「
論
語
と
算
盤
の

一
致
」
で
し
た
。
こ

れ
は
、
明
治
維
新
以

降
も
世
間
に
色
濃
く

残
っ
て
い
た
「
士し

の
う
こ
う
し
ょ
う

農
工
商
」
の
よ
う
な

階
級
差
別
思
想
に
対
し
て
、
中
国
の
思

想
家
孔こ

う
し子
の
教
え
を
ま
と
め
た『
論
語
』

の
な
か
の
「
道
徳
心
」
と
「
経
済
活
動

（
金
儲
け
）」
を
一
体
化
さ
せ
、
蔑
視
さ

れ
て
い
た
商
業
者
の
社
会
的
地
位
の
向

上
を
目
指
す
と
い
う
考
え
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
私
利
私
欲
の
た
め
に
働
く

の
で
は
な
く
、「
公
益
」
の
た
め
に
「
実

践
」
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
ま
し
た
。

実
際
に
、
彼
は
本
来
利
益
を
第
一
と
す

る
実
業
家
で
あ
り
な
が
ら
、
民
間
企
業

の
創
立
・
育
成
に
加
え
て
教
育
や
社
会

福
祉
、
民
間
外
交
の
推
進
な
ど
の
公
益

事
業
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

藤
樹
神
社
の
創
立

　

実
践
を
重
ん
じ
る
陽
明
学
に
共
感

し
て
い
た
渋
沢
栄
一
は
大
正
10
年

（
１
９
２
１
）
に
、
現
在
の
安
曇
川
町

上
小
川
の
藤
樹
神
社
創
立
に
伴
う
「
藤

樹
神
社
創
立
協
賛
会
」
の
顧
問
に
就
任

し
ま
し
た
。
そ
の
創
立
資
金
を
募
っ
た

際
、
自
身
は
当
時
の
総
理
大
臣
の
月
給

に
相
当
す
る
１
千
円
も
の
寄
付
を
行

い
、
さ
ら
に
三
井
・
岩
崎
・
古
河
・
住

友
・
大
倉
・
森
村
な
ど
の
大
手
財
閥
に

も
寄
付
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
資
金
調

達
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
創
立
後
、
藤
樹
神
社
へ
渋
沢
栄
一
直

筆
の
墨
書（
写
真
左
上
）が
奉
納
さ
れ
、

そ
の
言
葉
か
ら
は
「
実
践
」
と
「
公
益
」

を
重
ん
じ
た
彼
の
生
き
ざ
ま
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

藤樹神社鎮座祭

道従実学存（道は実学によって存す）

聖凡一性（聖人も凡夫も同一平等である）
藤樹神社蔵

藤樹神社蔵
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